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三
年 

高
田 

保
【
中
12
回
】 

秋
が
来
た
。 

 

三
年
生
の
修
学
旅
行
方
面
(注 1)

は
、
日
光
前
橋

と
定
ま
つ
た
さ
う
だ
。
足
尾
か
ら
大
間
々
ま
で

十
二
里
、
し
か
も
崎
嶇
【
き
く 

山
路
の
険
し
い
さ

ま

】
た
る
山
路
を
突
破
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
。 

 
｢

男
だ
よ
。
歩
け
な
く
つ
て
ど
う
す
る
！｣

。 

力
ん
で
は
見
た
が
、
さ
て
、
関
東
平
野
に
産
声

【
う
ぶ
ご
え

】
あ
げ
て
、
山
と
云
や
筑
波
の
紫
(注 2)

を
仰
ぐ
よ
り
外
、
何
ん
に
も
知
ら
ぬ
連
中
の
こ

と
、
内
心
聊
【
い
さ
さ

】
か
心
細
き
感
あ
り
と

い
ふ
わ
け
で
、
先
づ
足
試
し
と
し
て
筑
波
山
神

に
詣
づ
る
の
計
画
が
起
つ
た
。 

 
勿
論
。
僕
等
の
こ
と
だ
。
平
凡
な
―
―
宿
屋

の
厄
介
に
な
る
や
う
な
―
―
旅
行
ぢ
や
な
い
。

頂
上
に
泊
る
ん
だ
。
五
軒
茶
屋
(注 3)

で
夜
を
明
か

さ
う
と
い
ふ
の
だ
。 

 

一
部
の
人
は
、
米
を
携
へ
て
行
つ
て
、
麓
か

ら
鍋
を
借
り
て
担
ぎ
上
げ
て
、
自
分
で
炊
【
か

し

】
が
う
。
塩
を
振
り
か
け
て
握
つ
て
食
ふ
の

も
可
【
よ

】
か
ら
う
ぢ
や
な
い
か
、
と
ま
で
主

張
し
た
が
、
果
し
て
頂
上
で
炊
げ
る
か
し
ら
、

と
疑
念
が
出
て
、
と
う
と
う
、
飯
だ
け
は
麓
の

民
家
に
頼
む
こ
と
ゝ
し
て
、
愈
【
い
よ
い
よ

】
、

十
月
の
八
日
、
土
曜
の
放
課
後
直
に
出
発
す
る

こ
と
に
一
決
し
た
。 

 

破
天
荒
(注 4)

―
―
、
人
は
許
さ
ぬ
か
も
知
ら
ぬ

が
、
僕
等
は
自
ら
許
し
て
、
破
天
荒
の
快
挙
と

い
ふ
。
い
や
頑
張
る
。
が
然
し
、
時
節
柄
南
極

探
検
(注 5)

の
向
ふ
を
張
る
か
と
間
違
へ
ら
れ
て

は
、
済
ま
ぬ
か
ら
取
り
下
げ
よ
う
か
。 

 

(注 1)

三
年
生
の
修
学
旅
行
方
面 

 

10
月
18
日
か
ら
22
日
ま
で
、
次
の
行
程
で
、
３
・４

年
生
合
同
の
修
学
旅
行
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。 

( 
 

 

鉄
道 

…
徒
歩 

～
～

舟 

10

18

土
浦  

 

友
部 

 
 

小
山 

 
 

宇
都
宮  

 
 

 

日
光
…
霧
降
滝
…
日
光
…
神
山
旅
館
泊 

10

19

宿
…
東
照
宮
…
華
厳
滝
…
中
禅
寺
湖
畔
…
蔦
屋
泊 

10

20

宿
…
中
宮
祠
前
～
～
阿
世
潟
…
足
尾
泊 

10

21

宿
…
花
輪(

昼
食)

…
大
間
々
停
車
場(

現
両
毛
線

岩
宿
駅)    

前
橋
泊 

10

22

宿
…
前
橋
共
進
会
会
場
…
前
橋    

小
山    

友
部 

 
 

土
浦 

 
 (注 2)

筑
波
の
紫 

 

筑
波
山
は
、｢

紫
峰｣

と
い
う
別
称(

雅
称)

で
も
呼
ば
れ

る
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
俳
人
で
、
松
尾
芭
蕉
の

高
弟
で
あ
っ
た
服
部
嵐
雪(

ら
ん
せ
つ 

1654

［承
応
３
］年
～
1707

［宝
永
４
］
年
）
が
詠
ん
だ｢

雪
は
申
さ
ず 

先
づ
む
ら
さ
き

の 

つ
く
ば
山｣

の
句
が
始
ま
り
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
江

戸
中
期
の
俳
人
・
与
謝
蕪
村(

1716

［享
保
元
］年
～
1784

［天
明

３
］年)

は
、
1742

［
寛
保
２
］
年
か
ら
の
約
10

年
間
、
下
総
国

結
城(

現
結
城
市)

に
滞
在
し
、
嵐
雪
の
句
を
踏
ま
え
て
、

｢

ゆ
く
春
や 

む
ら
さ
き
さ
む
る 

筑
波
山｣

と
詠
ん
で
い

る
。
こ
の
頃
か
ら
、｢

む
ら
さ
き｣

が
筑
波
山
の
別
称
と
し

て
定
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

(注 3)

五
軒
茶
屋   

 

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
山
頂
駅
の
あ
る
平
坦
地
は
、
男
体
山
・

女
体
山
の
二
神
が
御
幸(

往
来)

す
る｢

御
幸
ヶ
原｣

と
呼
ば

れ
、
そ
こ
に
は
、
依
雲
亭
・
迎
客
亭
・
遊
仙
亭
・
向
月
亭
・

放
眼
亭
の
５
つ
の
茶
屋
が
あ
り
、｢

夫
婦
餅｣

や
田
楽
豆
腐

な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
た
。 

 

(注 4)

破
天
荒 

 
｢

天
荒｣

は
、
天
地
未
開
の
混
沌
た
る
さ
ま
。
こ
れ
を
破

り
ひ
ら
く
意
で
、
今
ま
で
誰
も
し
な
か
っ
た
こ
と
を
す
る

こ
と
。
前
代
未
聞
。 

 

(注 5)

南
極
探
検 

 
当
時
、
大
日
本
帝
国
陸
軍
軍
人
で
南
極
探
検
家
の
白

瀬
矗(
の
ぶ)

中
尉(

1861

［
文
久
元
］
年
～
1946

［
昭
和
21

］
年)

に

よ
る
南
極
探
検
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
1910

［
明
治

43

］
年
12

月
、
白
瀬
隊
は
、｢

開
南
丸｣

で
東
京
か
ら
出

航
し
、
1912

年
１
月
28

日
、
南
緯
80

度
05

分
・
西
経
165

度

37

分
に
到
達
、
一
帯
を｢
大
和
雪
原｣

と
命
名
し
た
。 

 
  

暗
雲
低
迷
。
今
に
も
降
り
さ
う
ど
こ
ろ
ぢ
や

な
い
、
時
に
ば
ら

〱
落
ち
て
来
る
。
止
め
た

が
よ
か
ら
う
と
忠
告
す
る
人
も
あ
る
。
中
途
で

戻
る
だ
ら
う
と
笑
つ
て
る
人
も
あ
る
。 

 

け
れ
ど
も
稜
々
乎
【
り
ょ
う
り
ょ
う
こ

】
（注６）

た
る

僕
等
の
意
気
は
、
こ
ん
な
事
で
沮
【
ひ
る

】
む

程
弱
く
は
無
か
つ
た
。
怪
し
い
空
を
物
と
も
せ

ず
に
、
真
鍋
台
は
並
木
の
下
、
北
【
昤
吉

】
先

生
(注 7)

の
お
宅
の
前
に
集
合
す
る
も
の
二
十
余

名
。
秋
も
半
ば
を
過
ぎ
た
山
上
の
夜
営
、
外
套

の
準
備
だ
け
は
怠
ら
ぬ
。 

 

午
後
三
時
勇
ま
し
く
足
を
揃
へ
た
。
北
・
西

尾
【
賴
造 

国
語 

在
職

1908
［
明
治
41
］
年
～

1923
［
大
正
12
］

年

】
の
二
先
生
、
神
立
・
久
保
田
兄
弟
・
鬼
沢

芳
・
漆
野
・
浜
野
・
下
村
・
沼
尻
英
・
川
並
・

田
口
信
・
飯
田
静
・
早
川
・
島
田
・
酒
井
勇
・

高
安
・
本
田
・
伊
藤
関
・
外
に
二
年
生
中
島
一

郎
と
そ
れ
か
ら
か
く
申
す
僕
。
い
や
尚(

ま
だ)

楢
戸
保
君
。 

 

伊
藤
君
は
短
褐
【
た
ん
か
つ 

丈
の
短
い
粗
末
な
着

物

】
弊
袴
【
へ
い
こ 

破
れ
た
袴

】
に
下
駄
穿
き
の

物
騒
な
姿
、
朱
鞘
の
大
小
が
無
い
だ
け
見
付
け

も
の
。
高
安
君
は
小
い
さ
な
足
に
靴
を
は
い
て

る
。｢

靴
で
登
れ
る
か｣

と
先
生
に
い
は
れ
て
、

ワ
ラ
イ
な
が
ら｢

大
丈
夫
で
す｣

と
い
ふ
。 

 

筑
波
が
淡
い
。
雨
が
思
ひ
出
し
た
や
う
に
ば

ら

〱
と
旅
嚢
【
り
ょ
の
う 

旅
行
に
携
行
す
る
袋

】

に
降
る
。 

 

絶
え
間
な
い
北
先
生
の
饒
舌
、
―
―
語
弊
が

あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
―
―
に
耳
を
傾
け
て
る

中
に
、
足
が
ず
ん
ず
ん
と
進
ん
で
行
く
。
小
田

の
宿
を
通
る
頃
に
は
、
釣
瓶
落
し
の
秋
の
日
は

も
う
傾
い
た
。 

 

途
々
、
幾
台
も
の
馬
車
に
追
ひ
越
さ
れ
た
。

一
人
の
馭
者
が
馬
の
足
掻
【
あ
し
か
き

】
を
緩
め

な
が
ら
。 

 
｢

如
何
で
す
か
ね
？
生
徒
さ
ん
も
御
一
緒

に
、｣             

 
｢

さ
う
さ
ね
、
屋
根
は
岩
畳
【
が
ん
じ
ょ
う 

｢

岩

乗｣

の
誤
記
。
頑
丈

】
か
え
、
何
し
ろ
、
三
十
人
も

第１７２号 

筑波登山 １
 修学旅行のコースからは外れた筑波山ですが、土浦中学生たちは、休みを利
用しては筑波峰に挑んでいました。1910［明治 43］年 10 月には、中 12 回生 20
余名が、日光方面への修学旅行の足試しに、筑波山行を試みています。その山
行を高田保は、『進修第 14 号』(1911 年３月刊)に｢筑波登山｣と題して寄稿して
います。今号から３回に分けて掲載します。 

引用文中の旧字体は新字体に改めました。【   】は筆者による注記です。
また、筑波山登山ルートを進修同窓会ＨＰの『月刊 Acanthus』第 172 号３頁に
掲載しています。 

なお、高田については、本紙第 18 号と第 20 号とに既述しています。 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

2023（令和５）年１１月１４日
茨城県立土浦第一高等学校 
進修同窓会旧本館活用委員会 
ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 

進修同窓会 HP にアクセス 

明治期の北条宿 
高田は、写真中央の「つくば道道標」に腰を掛けて、

友人の稲葉君を待っていた。 



  

 

居
る
ん
だ
か
ら
、
屋
根
に
で
も
上
ら
な
く
つ
ち

や
ね
！｣

、 

 

皮
肉
ら
れ
た
馭
者
の
顔
に
は
隠
さ
れ
ざ
る

苦
笑
が
泛
【
う
か

】
ん
だ
。 

 

一
た
び
小
田
山
の
陰
に
か
く
れ
た
筑
波
が
、

近
く
姿
を
現
は
す
と
、
も
う
北
条
が
す
ぐ
其
処

だ
。 

 

雨
脚
は
稍
々
【
し
ょ
う
し
ょ
う 

だ
ん
だ
ん
。
次
第

に

】
繁
く
な
つ
て
来
た
。
暮
雨
霑
村
橋
【
暮
雨
、

村
橋
を
霑(

濡
ら)

す

】
。
誰
れ
も
皆
外
套
を
着
け
た
。 

 

北
条
の
町
に
入
つ
た
の
は
五
時
だ
つ
た
。
火

灯(

と
も)

し
頃
だ
。
筑
波
道
へ
の
岐
点
(注 8)

で
、

稲
葉
顕
嗣
君
が
提
灯
を
貸
す
か
ら
と
あ
つ
て
、

持
つ
て
来
て
呉
れ
る
の
を
待
つ
。
前
の
伊
勢
屋

の
女
が
、
我
家(

う
ち)

へ
泊
る
ん
だ
ら
う
か
と

い
ふ
風
に
、
怪
訝
な
顔
を
し
て
居
る
。
伊
勢
屋

は
、
喜
多
八
【
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
主
人
公
の
一
人

】

の
居
さ
う
な
古
め
か
し
い
宿
屋
だ
。
独
り
、
道

し
る
べ
の
石
に
腰
う
ち
か
け
て
、
冷
や
か
に
知

ら
ぬ
町
の
灯
を
眺
め
た
時
こ
そ
、
始
め
て
、
僕

は
旅
と
い
ふ
感
じ
が
し
た
。 

 
｢

腹
が
へ
つ
て
お
腹(

な
か)

が
空
腹
だ｣

と
誰

か
ゞ
叫
ん
だ
。
で
、
北
条
尋
常
小
学
校
に
入
り

込
ん
で
、
茶
湯
を
戴
い
て
弁
当
を
食
つ
た
(注 9)

。 

 

提
灯
を
降
り
翳
【
か
ざ

】
し
て
筑
波
に
向
ふ
。

軍
歌
唱
歌
の
声
張
り
上
げ
て
元
気
の
良
い
こ

と
、
田
井
、
神
郡
【
か
ん
ご
お
り

】
の
村
々
は
、

小
供
等
が
あ
た
ふ
た
飛
び
出
し
て
眺
め
て
る
。

筑
波
の
町
に
近
い
。 

 

凸
凹
道
、
石
高
道
【
い
し
だ
か
み
ち 

石
が
多
く

て
で
こ
ぼ
こ
の
道

】
、
淙
々
【
そ
う
そ
う 

水
の
流
れ
注

ぐ
さ
ま
。
ま
た
、
そ
の
音
。
さ
ら
さ
ら

】
の
水
声
、
罷

り
間
違
へ
ば
川
の
中
へ
で
も
ざ
ぶ

〱
陥
【
お

ち
い

】
り
込
み
さ
う
だ
。 

 

高
く
点
々
た
る
筑
波
の
町
の
灯
を
仰
い
で

か
ら
、
一
の
鳥
居
(注 10)

あ
た
り
ま
で
は
、
虫
が
し

き
り
に
鳴
い
て
居
た
。
声
す
る
方
に
提
灯
を
差

出
す
と
、
只
、
近
い
薄
【
ス
ス
キ

】
の
穂
が
白

く
ほ
の
か
に
、
闇
の
中
に
浮
い
て
見
え
る
。 

 

も
う
町
だ
石
段
続
き
の
路
を
一
気
に
駈
け

上
る
。 

 
｢

お
泊
り
さ
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
か｣

左
右
の

家
か
ら
烈
し
く
声
が
か
ゝ
る
。 

雨
は
小
降
り
に
な
つ
て
居
る
。 

神
社
の
前
の
端
茶
屋
は
、
僕
等
の
唱
ふ
歌
に
、

急
い
で
戸
を
開
け
た
。 

 
｢

東
京
の
学
生
さ
ん
な
ら
、
江
戸
屋
に
で
も

泊
つ
て
居
り
ま
す
に
な
あ｣

亀
城
の
精
華
は
未

だ
滅
び
ず
矣
。
我
が
三
年
生
の
意
気
を
見
よ
。

長
嘯
【
ち
ょ
う
し
ょ
う 

声
を
長
く
ひ
い
て
詩
歌
を
う
た

う

】
し
て
仰
い
だ
峰
は
、
闇
で
見
え
な
か
つ
た
。 

 
外
交
上
手
の
北
先
生
が
交
渉
の
結
果
、
五
軒

茶
屋
の
主
人
父
子
が
同
行
し
て
呉
れ
る
こ
と

に
な
つ
た
。 

 
 

 
 

            
 

    

（注６）

稜
々
乎(

り
ょ
う
り
ょ
う
こ) 

 
｢

稜
々｣

は
、
角
々
し
い
さ
ま
。
鋭
く
厳
し
い
さ
ま
。

｢

乎｣

は
、
状
態
を
表
す
語
に
付
け
て
語
調
を
強
め
る
語

(

断
乎
・確
乎
・洋
々
乎)

。 

こ
こ
で
は
、
土
中
生
た
ち
の
威
勢
の
い
い
さ
ま
。 

(注 7)

北
昤
吉
先
生(

1885

［
明
治
18
］
年
～
1961

［
昭
和
36
］
年) 

         

高
田
た
ち
が
心
酔
し
て
い
た
の
が
、
北
昤
吉
先
生(

英

語 

在
職
1908

［
明
治
41
］
年
10
月
～
1911

［
明
治
44
］
年
３
月)

。

三
菱
電
機
株
式
会
社
社
長
・
会
長
や
日
韓
会
談
主
席
代

表
を
務
め
た
高
杉
晋
一(

中
９
回)

は
、
『
同
窓
会
報
３
号
』

(

1964

［
昭
和
39
］
年
刊)

に｢

先
生
と
わ
た
し｣

と
題
し
て
、
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

 
｢

北
先
生
が
早
稲
田
大
学
を
出
ら
れ
て
土
浦
中
学
の

先
生
に
な
っ
て
来
ら
れ
た
の
は
、
私
の
中
学
三
年
生
の
時

で
あ
った
。
今
か
ら
丁
度
五
十
五
年
ば
か
り
前
の
事
で
あ

る
。 

 

そ
れ
か
ら
卒
業
ま
で
三
年
間
、
先
生
か
ら
英
語
を
教

え
ら
れ
た
。
そ
の
当
時
の
先
生
は
、
器
械
体
操
と
剣
道
と

詩
吟
が
得
意
で
あ
っ
た
。
声
が
大
き
く
、
小
さ
な
教
室
に

響
き
わ
た
る
壮
快
な
力
強
い
音
声
で
あ
っ
た
。
哲
学
の
専

攻
だ
け
に
思
想
も
あ
り
理
論
も
た
し
か
で
先
生
間
の
討

論
会
な
ど
で
は
、
何
人
も
先
生
の
議
論
に
歯
の
立
つ
者
は

な
か
った
。 

 

常
に
勇
気
慓
々
と
し
て
曲
が
っ
た
事
が
嫌
い
で
、
正
を

踏
ん
で
恐
れ
ず
と
い
う
風
が
あ
った
。
従
来
の
お
と
な
し
い

型
の
先
生
達
と
は
、
全
く
ち
が
って
型
破
り
の
存
在
で
あ

っ
た
。
必
然
の
結
果
と
し
て
、
若
い
生
徒
の
心
を
す
っ
か
り

捉
え
て
し
ま
って
全
生
徒
の
人
気
の
中
心
と
な
った
。
…
… 

 

先
生
と
気
が
合
って
仲
の
よ
い
先
生
は
、
三
人
ば
か
り
い

た
。
大
峡
秀
栄
先
生
、
尾
崎
楠
馬
先
生
、
小
田
原
勇
先

生
で
あ
る
。
皆
北
先
生
同
様
、
若
い
は
つ
ら
つ
た
る
先
生

達
で
あ
る
。
…
…｣ 

 

北
先
生
は
、
新
潟
県
佐
渡
の
出
身
。
1914

［
大
正
３
］
年
か

ら
早
稲
田
大
学
講
師
。
1918

年
渡
米
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
等

で
学
ぶ
。
1922

［
大
正
11
］
年
に
帰
朝
。
大
東
文
化
大
学
教

授
、
大
正
大
学
教
授
。
1935

［
昭
和
10
］
年
、
多
摩
美
術
専

門
学
校(

現
在
の
多
摩
美
術
大
学)

を
創
設
。 

1936

年
に
は
、
第
19
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
無
所
属

で
当
選
し
、
政
治
家
へ
と
転
身
。
当
選
後
、
立
憲
民
政
党

に
入
党
。
戦
後
、
一
時
公
職
追
放
に
な
った
時
期
を
除
き
、

1958

［昭
和
33
］年
ま
で
衆
議
院
議
員
と
し
て
活
動
し
た
。 

(注 8)

筑
波
道
へ
の
岐
点
（
「
つ
く
ば
道
道
標
」
が
建
つ
所
） 

 

         

(注 9)

北
条
尋
常
小
学
校
に
入
り
込
ん
で
、
茶
湯
を
戴
い
て

弁
当
を
食
つ
た
。 

 

か
つ
て
は
、
各
学
校
に
小
使
い(

用
務
員)

さ
ん
が
常
駐

す
る
小
使
室
が
あ
り
、
か
ま
ど
に
火
が
お
こ
さ
れ
、
湯
の

用
意
が
さ
れ
て
い
た
。
本
校
で
も
、
1981(

昭
和
56)

年

ま
で
、

小
使
室
で
か
ま
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。 

 

(注 10)

一
の
鳥
居 

 
     

北
条
～
神
郡
～
臼
井
～
筑
波
山
神
社
へ
と
ま
っ
す
ぐ

に
通
る｢

つ
く
ば
道｣

の
途
中
に
あ
る
、
石
造
り
の
鳥
居
で
、

｢

六
丁
目
の
鳥
居｣

と
も
呼
ば
れ
る
。 

          

一
の
鳥
居
の
側
に
建
つ
嵐
雪
句
碑 

          

(

高
21
回 

松
井
泰
寿) 

明治期の江戸屋 
江戸屋会長の吉岡昭文（てるぶみ）（高 14 回）によれば、江

戸屋は 1628（寛永５）年の創業以来、筑波山神社や板東 25 番札

所大御堂への参詣客、文人墨客など、各界の名士を迎え入れて

きた。多くの進学校の学習合宿なども受け入れている。 

つくば道道標拓影図 1715
（正徳５）年 筑波山神社蔵



 

アカンサス 172 号 筑波山登山コース 
 
      筑波山塊地図 
      （明治 44 年発行 一部修正） 

 

筑波山名所絵図（下） 

至土浦

江戸屋

北条街道（筑波街道）

五軒茶屋 

つくば道

つくば道道標

一の鳥居・嵐雪句碑 
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